
最大4時間の渋滞が25分で到着！

勝尾寺⇔阪急箕面駅の正月期間特別バス
「初詣エクスプレス」が運行！

プレスリリース 報道関係者各位 2021年12月吉日

1300年の昔より“勝運の寺”として信仰されてきた『勝尾寺』と、『阪急箕面駅』間を結ぶ、正月期間（2022
年1月1日～3日、1月8日～10日）限定の『初詣エクスプレス』を、銀河交通㈱（本社：大阪府南河内郡河
南町、代表取締役：中村剛）が運行いたします。
勝尾寺の初詣参拝は、これまで自家用車しか移動手段がなく、最大4時間の渋滞が起きることもありま
した。そこで、自家用車のない方も初詣ができるよう、また周辺への環境配慮の観点から、6時～18時の
間、約30分おきに、エクスプレスバスを運行。約25分で到着します。乗車券はウェブによる事前予約販
売と、当日の集合場所（阪急箕面駅改札前ガレリア付近）での販売（大人2000円ほか）を行います。

●実施期間：2022年1月1日～1月3日、1月8日～1月10日
●集合場所：阪急箕面駅改札前ガレリア付近にて
受付を設置。受付にてお名前をお申し出ください。

●運行時間：下記スケジュール内でお好きな時間の
バスを利用して勝尾寺に参拝できます。
※乗車バスの事前時間指定予約ではございません。
毎時、0分、30分毎に運行いたします。
大型バス（45シート）は座席以外のご乗車が出来ません
ので満席時は次便のご乗車をお願いします。

●料金：大人（13歳以上）：¥2,000
小人（3歳以上12歳未満）：¥1,500 2歳以下（座席なし）：¥0

【概要】

落差33mの大滝『箕面大滝』は、流れ落ちる姿が農具の「箕」に似ていることからこの名で呼ばれるよう
になり、地名もこれに由来しているといわれています。マイナスイオン効果と、そのダイナミックさからパ
ワースポットとしても知られ、初詣に相応しい立ち寄りスポットです。
なお、初詣エクスプレスバス運行日は、箕面大滝付近の飲食店なども開店予定です。

■帰りは、日本の滝100選に選ばれたパワースポット『箕面大滝』で下車が可能

■本件に関するメディアからのお問い合わせ先

銀河交通株式会社
〒585-0002 大阪府南河内郡河南町一須賀776-1
担当：中村剛
＜ホームぺージ＞https://www.ginga999.co.jp/
＜TEL＞ 0721-93-1469 ＜E-mail＞info@ginga999.co.jp

【ネット事前チケット購入】 https://www.tabione.co
m/course_input/?compa
ny=011314&shop=ginga1
&plan=0001&crse=0001&
testmode=Fn8k1-J-Cw

日本全国の遊び予約サイト

『旅プラスワン』にて購入可能

【旅行企画・実施】 グランシーノ株式会社
大阪府知事登録旅行業第2-3098号
一般社団法人全国旅行業協会正会員
〒531-0071 大阪市北区中津１-11-1
中津センタービル2F
総合旅行業務取扱管理者老山玲奈

自身で
目入れをする
『勝ちダルマ』

福娘による
吉兆品のお授け

■『勝尾寺』公式サイト
https://katsuo-ji-temple.or.jp/



【 補足資料 】

勝尾寺について

勝尾寺の草創は奈良末期に遡り、古流記によれば創建は神亀四年（727）、善仲、善算の双子兄弟が草
庵を構え修業されたことに始まります。
六代座主の行巡上人は、清和天皇の玉体安隠を祈って効験があったことから、「王に勝った寺」の意で
「勝王寺」 の寺号を帝より賜りましたが、本寺では「王」を「尾」にひかえ、勝尾寺と号し、勝運の寺として
信仰されて来ました。後に王の字を尾に控え、以来「勝尾寺」と号します。
以後、源氏や足利氏、豊臣氏ら時代の覇者が戦勝祈願したとされ、勝運信仰が広まりました。現在でも
試験・商売・就職・スポーツなど、あらゆる場面での「勝運」を祈る参拝者が数多く来訪し、境内には、勝
運を祈る「勝ちダルマ」が奉納されています。

＜勝ちダルマ＞

<初詣の様子>

＜ダルマみくじ＞


